
第
85
回
メ
ー
デ
ー
新
潟
県
中
央
集
会

が
、
５
月
１
日
、
新
潟
市
中
央
区
・
西

大
畑
公
園
で
開
催
、
約
千
名
の
労
働
者

な
ど
参
加
し
ま
し
た
。

新
潟
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
は
第
６

回
元
祖
５
・
１
に
い
が
た
メ
ー
デ
ー
が

開
催
、
約
７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
労
か
ら
、
退
職
者
組
合
も
含
め
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
地
域
で
も
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
日
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
晴

れ
て
少
し
雨
が
降
り
ま
し
た
が
午
前
中

は
大
丈
夫
で
し
た
。

メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
で
は
９
時
20
分

か
ら
文
化
行
事
・
開
幕
で
は
和
太
鼓
の

演
奏
や
合
唱
団
樹
に
よ
る
、
メ
ー
デ
ー

歌
の
合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
が
で
き
る

国
つ
く
り
反
対

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
、
安
倍

「
暴
走
政
治
」
ス
ト
ッ
プ
。
憲
法
が
い

き
る
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現
。
派
遣

法
な
ど
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
。
消
費

税
大
増
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
。

「
戦
争
が
で
き
る
国
つ
く
り
」
反
対
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
・
改
憲
反

対
。
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
。
な
ど

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
訴
え
ま
し
た
。

元
祖
５
・
１
新
潟
メ
ー
デ
ー
は
９
時

か
ら
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

全
体
で
７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
一
般
新
潟
・
全
港
湾
新
潟
が
主
催

し
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
で
６
回
目
の

開
催
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
デ
モ
行
進
を

実
施
し
、
広
く
新
潟
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。５

月
に
入
り
ま
し
た
。
５
月
１
日
の

メ
ー
デ
ー
は
晴
れ
て
素
晴
ら
し
い
メ
ー

デ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

連
合
は
４
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
メ
ー
デ
ー
は
、
や
は
り
５
月
１
日

開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
す
べ
て
の
労
働
者
は
、
厳
し
い
状

況
の
今
、
団
結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。５

月
１
日
の
メ
ー
デ
ー
に
は
す
べ
て

の
労
働
者
は
ひ
と
つ
に
結
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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国
鉄
新
潟

６月１日（日）に開催される「あり

ありフェスタ」は、いよいよ来月に迫っ

てきました。実行委員会は大詰めを迎

え、あと１～２回を持って終了となり

ます。

会場でのブース関係ですが、出店者

数は３０をオーバーしました。ステー

ジの出演についても、８団体が予定さ

れています。プロのアーティストやア

マチュアのバンド出演、新発田中央高

校吹奏楽部や敬和学園ジャズホーネッ

トなど演奏します。

実行委員会では４月２０日に古町十

字路で宣伝行動を実施しチラシを５０

０枚配布しました。ぜひ多くの方々お

越しください。よろしくお願いします。



地
本
学
習
会
は
、
２
月
22
日
、
拡
大
地

方
員
会
の
前
段
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
偽
装
請
負
」
に
つ
い
て
新
潟
合
同
法

律
事
務
所
の
金
子
弁
護
士
か
ら
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
遅
れ
ま
し
た
が

ま
と
め
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

請
負
と
派
遣
の
区
別

請
負
業
者
が
、
仕
事
の
指
示
・
管
理
を

し
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
労
働
者
を
直
接
利

用
す
る
。
請
負
業
者
が
、
資
金
調
達
、
法

律
上
も
責
任
、
設
備
や
材
料
の
準
備
な
ど

自
ら
行
い
、
請
け
負
っ
た
業
務
を
独
立
し

て
処
理
す
る
。
そ
れ
以
外
は
労
働
者
派
遣

と
な
る
。

労
働
者
派
遣
法
を
守
ら
な
い
の
は
違
法

だ
。
違
法
な
労
働
者
供
給
・
労
働
者
か
ら

ピ
ン
ハ
ネ
を
し
て
い
る
会
社
。

責
任
者
・
個
人
も
罰
金
、
罰
則
～
中
間

搾
取
。
１
年
以
下
の
懲
役
・
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
。
大
企
業
が
摘
発
さ
れ
る
の

は
、
労
災
事
故
が
発
生
し
警
察
、
労
基
署

が
入
り
発
覚
さ
れ
る
。

出
向
後
帰
る
と
こ
ろ
が
無
い

偽
装
出
向
＝
偽
装
請
負

偽
装
出
向
＝
本
質
は
同
様
だ
。
出
向
は

名
ば
か
り
で
、
出
向
後
は
帰
る
と
こ
ろ
が

無
い
も
の
を
偽
装
出
向
・
偽
装
請
負
と
同

様
。片

道
出
向
～
職
場
が
分
社
化
・
出
向
後

帰
る
職
場
が
無
い
。
新
津
車
両
製
作
所
は

ど
う
な
る
の
か
～
仕
事
が
無
い
わ
け
で
な

い
・
同
一
の
仕
事
が
無
い
か
ら
偽
装
と
言

え
る
の
か
。
労
働
者
の
追
い
出
し
、
派
遣

で
利
益
を
得
る
。
労
働
者
供
給
事
業
に
あ

た
る
。

新
し
い
雇
用
形
態

人
件
費
の
削
減
か
ら
組
織
的
に
実
施
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
利
益
優
先
と
コ
ス
ト
削

減
。
労
働
者
を
使
い
勝
手
・
使
用
者
が
勝

手
に
使
う
。

正
社
員
の
改
革
～
「
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
」
・

職
場
、
労
働
時
間
、
内
容
、
雇
用
状
況
が

限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
無
い
。
限
り

な
き
非
正
社
員
化
＝
偽
装
社
員
。
職
務
勤

務
地
が
無
く
な
れ
ば
当
然
に
辞
め
て
も
ら

え
る
正
社
員
。
残
業
代
は
払
わ
な
い
。
休

み
と
し
て
付
与
す
る
。
（
休
憩
時
間
）
金

よ
り
も
休
日
を
付
与
す
る
。

民
間
人
材

無
期
限
派
遣
。
職
安
の
民
間
化
～
就
職

の
あ
っ
せ
ん
を
民
間
が
行
う
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
職
業
教
育
訓

練
・
強
化
～
企
業
が
必
要
と
思
っ
た
時
に

必
要
な
人
材
を
い
つ
で
も
供
給
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

全
体
の
意
見
・
質
疑

●
分
社
化
・
会
社
法
に
つ
い
て
、
労
働
者

は
分
社
化
後
、
保
護
さ
れ
な
い
。

●
JR
に
残
っ
て
い
る
が
出
向
さ
れ
る
と
出

向
先
の
労
働
条
件
に
な
る
。
労
使
間
の

出
向
協
定
、
労
働
協
約
も
無
効
に
な
る
。

●
４
月
１
日
付
の
発
令
で
２
週
間
前
に
事

前
通
知
が
出
さ
れ
る
が
発
足
し
て
い
な

い
会
社
に
対
し
て
事
前
通
知
が
出
せ
る

の
か
。

●
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
・
新
潟
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
の
点
呼
に
つ
い
て
、
JR
側
か
ら
全

体
に
わ
た
っ
て
点
呼
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
偽
装
で
は
な
い
か
。
Ｎ
Ｔ
Ｓ
社
員

の
起
床
確
認
を
JR
が
行
っ
て
い
る
。

質
問
に
対
し
て
の
答
弁

分
社
化
は
丸
ご
と
移
行
・
そ
の
後
、
子

会
社
へ
委
託
す
る
。
会
社
の
目
的
は
？
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
。

組
合
と
の
交
渉
内
容
を
切
り
離
す
。
技
術

力
だ
け
欲
し
い
。
→
こ
れ
は
労
働
者
供
給

事
業
に
な
る
。
た
だ
し
出
向
と
い
う
立
場

で
は
可
能
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
労
働
者
供

給
事
業
に
な
る
。
内
容
に
つ
い
て
ギ
リ
ギ

リ
の
条
件
で
可
能
に
さ
せ
て
い
る
。

出
向
と
い
う
こ
と
で
可
能
か
。
労
働
者

の
保
障
・
権
利
を
は
が
し
て
い
く
。
会
社

は
利
益
追
及
。
出
向
と
い
う
名
を
借
り
た

偽
装
だ
。
偽
装
出
向
と
な
る
。
片
道
出
向

は
偽
装
出
向
だ
。

出
向
通
知
～
前
提
の
出
向
通
知
と
し
て

い
る
・
条
件
付
で
可
能
だ
。

質

疑

●
新
津
車
両
セ
ン
タ
ー
の
新
潟
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
は
偽
装
請
負
に
な
っ
て
る
。
作
業

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
JR
の
運
転
当
直
が
作

業
説
明
す
る
。
そ
こ
に
JR
・
Ｎ
Ｔ
Ｓ
が

い
る
。
作
業
指
示
書
～
JR
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｓ

の
責
任
者
へ
連
絡
し
て
、
そ
の
人
が
書

い
て
Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
指
示
す
る
。

●
新
津
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
で
作
業
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
や
る
。
JR
と
は
Ｎ
Ｔ
Ｓ
責
任
者
が

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
る
。
車
両
故
障
時

は
ど
こ
ま
で
Ｎ
Ｔ
Ｓ
が
作
業
す
る
の
か
。

指
示
書
が
出
さ
れ
な
け
れ
ば
作
業
で
き

な
い
。

答

弁

検
修
は
１
０
０
％
請
負
が
や
る
。
作
業

が
間
に
合
わ
な
く
要
員
が
必
要
時
、
そ
れ

を
JR
が
指
示
し
作
業
す
る
。
こ
れ
が
常
態

化
す
る
と
偽
装
請
負
に
な
る
。

新
津
車
両
製
作
所
の
分
社
化

●
何
百
人
も
い
っ
ぺ
ん
に
出
向
さ
せ
ら
れ

る
。
何
が
目
的
な
の
か
。
生
活
環
境
を

切
り
下
げ
る
こ
と
を
組
織
的
に
や
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
追
及
し
て
い
く
と
違
法

が
つ
き
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か

答

弁
こ
れ
は
労
働
者
供
給
事
業
に
該
当
す
る
。

国
の
許
可
が
必
要
だ
が
出
向
と
い
う
こ
と

で
進
め
ら
れ
る
。
出
向
が
終
了
し
て
も
JR

へ
は
他
系
統
し
か
戻
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

出
向
し
な
い
と
今
の
仕
事
が
続
け
け
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
非
常
に
問
題
だ
。

新
津
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
何
の
た
め
に
す
る
の
か
。
作
業
員
は

た
ま
た
ま
そ
こ
に
い
る
と
い
う
雰
囲
気
だ

が
、
そ
こ
に
居
て
も
ら
い
た
い
。
発
注
書

を
わ
た
す
。
こ
れ
は
偽
装
だ
。

詰
所
が
JR
と
Ｎ
Ｔ
Ｓ
と
も
同
じ
フ
ロ
ア
ー

に
つ
い
て
、
暖
房
費
な
ど
使
用
料
を
払
っ

て
い
な
け
れ
ば
偽
装
請
負
だ
。

編
集
後
記

少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
２
月
の
地

本
学
習
会
の
内
容
で
し
た
。
今
回
は
偽
装

請
負
に
つ
い
て
金
子
先
生
か
ら
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
津
車
両
製
作
所
の
分
社
化
や
職
場
の

委
託
化
が
進
む
中
で
職
場
で
闘
っ
て
い
る

組
合
員
の
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2014年 5月10日


